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最終頁に続く

(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】液晶パネルを実際に表示するのに必要な消費電
力に比べて、液晶パネルを駆動するために必要な電源を
発生させるための消費電力の方が多くなってしまう電源
があった。
【解決手段】基準電圧と出力電圧を比較して、出力電圧
が低い場合には低インピーダンスで電力を供給し、出力
電圧が高い場合には高インピーダンスに切り替わること
で、消費電力を削減する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】複数の走査電極と複数の信号電極を対向さ
せて液晶を挟持する液晶表示素子と、前記複数の信号電
極を駆動する信号電極駆動回路と、前記複数の走査電極
を駆動する走査電極駆動回路と、一以上の電源回路を有
する電源発生回路とを有する液晶表示装置において、
前記電源発生回路のうちの少なくとも一つの電源回路
は、電圧検出ブロックとスイッチブロックを備え、
前記スイッチブロックは、スイッチング素子と出力端を
有し、該スイッチング素子は該出力端といずれかの電源
との間に接続され、
前記電圧検出ブロックは、設定された基準電圧と前記出
力電圧を比較し、前記出力電圧が前記基準電圧よりも低
いときには、前記スイッチブロックのスイッチング素子
を導通状態にする信号レベルの出力検出信号を出力し、
前記出力電圧が前記基準電圧よりも高いときには、前記
スイッチブロックの前記スイッチング素子を非導通状態
にする信号レベルの出力検出信号を出力する回路を備え
ることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】前記電圧検出ブロックは、オペアンプの非
反転入力に前記基準電圧が入力されるとともに、前記オ
ペアンプの反転入力に前記出力電圧が入力され、前記オ
ペアンプの出力に波形整形インバータの入力に接続さ
れ、前記波形整形インバータの出力に第１のインバータ
の入力が接続され、前記第１のインバータの出力に第２
のインバータの入力が接続され、前記出力検出信号は、
前記第１のインバータの出力と前記第２のインバータの
出力により構成されることを特徴とする請求項１記載の
液晶表示装置。
【請求項３】前記スイッチブロックは、ＮＭＯＳトラン
ジスタのソースとバルクが前記信号電極駆動回路の負側
の液晶駆動電源に接続されるとともに、前記ＮＭＯＳト
ランジスタのゲートが第１の出力検出信号が接続され、
ＰＭＯＳトランジスタのソースとバルクが前記信号電極
駆動回路の正側の液晶駆動電源に接続されてるととも
に、前記ＰＭＯＳトランジスタのゲートが第２の出力検
出信号が接続され、前記ＮＭＯＳトランジスタと前記Ｐ
ＭＯＳトランジスタのドレイン同士が接続され、第１の
抵抗の一方が前記信号電極駆動回路の負側の液晶駆動電
源に接続されるとともに、前記第１の抵抗の他方が前記
ドレイン同士の接続部に接続され、第２の抵抗の一方が
前記信号電極駆動回路の正側の液晶駆動電源に接続され
るとともに、前記第２の抵抗の他方が前記ドレイン同士
の接続部に接続され、前記ドレイン同士の接続部が、前
記出力電圧となることを特徴とする請求項１の液晶表示
装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明はマトリクス型液晶表
示装置（以下、液晶表示装置と記載する）に関し、特に

2
液晶表示装置の駆動方法および駆動装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示装置は現在情報処理の分野、携
帯端末、アミューズメントの分野など様々な分野で広く
用いられている。特に液晶表示装置は、小型、軽量、薄
型という特徴を持つことから、中小型の表示分野では、
他の表示装置の追随を許さないほど、広く利用されてい
る。
【０００３】しかし、現状では小型、軽量、薄型、そし
て低消費電力であるという利点を液晶表示装置は有する
にもかかわらず、十分にその特徴を生かし切れてはいな
い。
【０００４】図３には、従来技術における液晶表示装置
の回路構成のシステムを示すブロック図を示している。
図３において液晶パネル３０１を駆動するための駆動回
路は主に、信号電極を駆動する信号電極駆動回路３０５
と当該信号電極に直交する方向にもうけられている走査
電極を駆動する走査電極駆動回路３０４から構成され
る。
【０００５】走査電極駆動回路３０４は走査電極駆動用
高電圧直流電源及び論理回路用低電圧直流電源３０９
と、液晶コントローラ３１０からの信号である走査電極
駆動用タイミング信号３０８が入力される。これらの電
源とタイミング信号により走査電極を駆動する駆動信号
が走査電極に出力される。
【０００６】信号電極駆動回路３０５は信号電極駆動用
直流電源３０７、液晶コントローラ３１０からの信号で
あるタイミング信号や信号電極駆動回路用データ信号等
からなる信号電極駆動用タイミング信号３０６が入力さ
れる。これらの電源とタイミング信号により信号電極を
駆動する駆動信号が信号電極に出力される。
【０００７】一方、液晶パネル３０１は図３に示すよう
に、本明細書では概略的に表示領域３０２と周辺領域３
０３を区分けしておく。
【０００８】特に最近では、携帯性が重要であることか
ら、小型化が求められている一方、視認性や使い易さか
らより大きな画面が求められている。そのため限られた
領域内での液晶パネル３０１の表示領域３０２の拡大が
強く求められており、周辺領域３０３についてはますま
す狭くなることを要求されている。
【０００９】例えば、図３のように周辺領域３０３に集
積回路であるＩＣをＩＣチップのままでガラス基盤上に
実装するチップオングラス実装（以下、ＣＯＧと記載す
る）においては、周辺領域３０３を狭くするためにはＩ
Ｃがより細く、小型になることが必要になる。ＩＣがよ
り細く、小型になることで、同様な実装方法であるＴＡ
Ｂ（テープオートマチックボンディング）やＴＣＰ（テ
ープキャリアパッケージ）も小型化可能になり、周辺領
域３０３を削減できる。
【００１０】このような狭額縁化への対応の手段の一つ
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には、集積回路である走査電極駆動回路と信号電極駆動
回路のスリム化、小型化があり、走査電極駆動回路と信
号電極駆動回路をスリム化、小型化する方法の一つには
耐圧を低くすることで、素子の大きさを小さくするとい
う方法である。
【００１１】図４には従来技術における液晶交流動作の
ための走査電極駆動回路の出力電位波形と信号電極駆動
回路の出力電位波形を示している。従来用いられてきた
方法では、図４に示すように、液晶交流動作時に電位を
変動させ、走査電極駆動回路は、Ｖ１とＶ２、Ｖ３とＶ
４の組み合わせで出力する。そのとき、信号電極駆動回
路はＶ５とＶ４、Ｖ１とＶ６の組み合わせで出力する。
したがって、走査電極駆動回路、信号電極駆動回路とも
に、Ｖ１－Ｖ４の間の電位差以上の耐圧が必要となり、
高耐圧の電極駆動回路を必要としていた。
【００１２】このため、高耐圧の半導体スイッチング回
路が必要となってしまうため、素子が大きい高耐圧の集
積回路が必要となってしまっていた。
【００１３】この方法では、走査電極駆動回路、信号電
極駆動回路ともに高耐圧の素子で構成しなければならな
い。したがって、特に信号電極駆動回路についても、小
型化、集密化は十分に得られず、また画素数の増加に伴
うデータ信号数の増大による信号電極駆動回路の高速動
作化を十分に得ることが出来ない問題を抱えていた。加
えて、消費電力についても高電圧を高速で動作させなく
てはならないために、低消費電力とすることも十分でな
かった。
【００１４】これらの問題の解決方法の一つとして、本
出願人が先に出願した特開昭６０－２４９１９１公報
（米国特許４８４３２５２）、または特開平２－２８２
７８８（米国特許５１０１１１６）等で開示されている
電源揺動法があげられる。
【００１５】近年、液晶表示装置は高精細化が求められ
て、画素ピッチは細密化され、電極パターン本数も必然
的に増加してきている。よって、分割数が増加すること
となり、駆動電圧も高くなってしまっている。
【００１６】分割数を高くしたり、コントラストを高く
するために液晶駆動には高い交流電圧、あるいは交流振
幅が必要であるため液晶を駆動するための出力回路とし
て、プッシュプル駆動の手法が用いられる。このプッシ
ュプル駆動法を用いた駆動の例は、ソサエティー・オブ
・ディスプレイ会誌Ｖｏｌ．２６／１，’８５，９－１
５頁に開示されている。
【００１７】このプッシュプル駆動では、交流振幅が互
いに逆極性の２つの電圧発生回路を用意し、両電圧の差
で液晶素子を駆動することにより、最大で電源電圧の２
倍の駆動電圧の出力が得られる。プッシュプル回路の駆
動電圧が高くなると、プッシュプル構成されたトランジ
スタの切り替わりのタイミングがずれると、大量の貫通
電流が流れてしまい、その結果液晶駆動回路の消費電力
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が多くなる問題を有していた。
【００１８】駆動回路を集積化するときに、高耐圧の素
子で構成した回路を集積化すると、ＩＣの集積度は落
ち、小型化には不向きであり、また、回路の動作速度の
高速化も多くは望めなかった。
【００１９】そこで、パルス発生信号からクランプ回路
を用いて、基準電圧レベルの異なる第２のパルス信号を
作成し、両者を合成して電源電圧以上の電位差をもつ駆
動出力を得るが、同じ時間では電源電圧以上の電位差を
もつことがない揺動電源と称した技術により高耐圧のＩ
Ｃを必要としない回路を本出願人は、前記の公報で先に
提案した。
【００２０】ここで、本出願人が先に提案した電源揺動
法に関して図５を用いて説明する。図５は電源揺動法の
電源電位の状態を示した図である。ＶＤＤは走査電極駆
動回路の正側の液晶駆動電源を示し、ＶＳＳは走査電極
駆動回路の負側の液晶駆動電源を示している。ＶＭは走
査電極駆動回路及び信号電極駆動回路共通の非選択電源
を示し、ＶＤ２は信号電極駆動回路の正側の液晶駆動電
源を示し、ＶＳＬは信号電極駆動回路の負側の液晶駆動
電源であり、システム全体のグランドを、ＶＤＬはシス
テムの電源を示している。
【００２１】ＶＳＳはＶＬからＶＳＬに切り替えた電位
を、ＶＤＤはＶＳＳに同期したＶＤ２からＶ０に切り替
えた電位を示していて走査電極駆動回路に入力する。そ
の結果、走査電極駆動回路の耐圧をあげることなく、信
号電極駆動回路の耐圧を大幅に下げることができ、その
結果、信号電極駆動回路の小型化、高速動作化、低消費
電力化が可能になる。
【００２２】しかし、このような電源揺動法では走査電
極駆動回路を構成するのすべての素子を高耐圧の素子で
構成しなければならない。しかし、走査電極駆動回路に
ついて、実際に高耐圧の素子で構成する必要がある部分
は、液晶素子を駆動する出力ドライバ部だけである。構
成するすべての素子を高耐圧の素子で構成する走査電極
駆動回路では、小型化、低消費電力化は十分とはいえな
かった。
【００２３】したがって、走査電極駆動回路を構成する
回路のほとんどが高耐圧の素子で構成する必要がないた
め、出力ドライバ部以外を低耐圧の素子で構成すること
で走査電極駆動回路の小型化が一層進むことになる。そ
こで、図６に低耐圧の素子を駆動するため電源を加えた
電源揺動法における電源電位の状態を示す。
【００２４】ＶＳＳ、ＶＤＤは先に説明したような動作
を行う。また、新たに走査電極駆動回路の低圧ロジック
電源ＶＣＣを発生させる。ＶＣＣはＶＳＳに同期してＶ
ＣからＶＤＬに切り替えた電位であり、ＶＳＳは走査電
極駆動回路の低圧ロジックのグランドとなる。その結
果、ＶＤＤ、ＶＣＣ、ＶＳＳ、ＶＭを走査電極駆動回路
に入力することで、走査電極駆動回路内の低耐圧の素子
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で構成した回路を破壊することなく、駆動を行うことが
可能となる。
【００２５】この方法を用いることで走査電極駆動回路
自体の低消費電力化は進むが、液晶表示装置全体での低
消費電力化には、電源を発生する周辺回路についても、
より低消費電力化が必要であった。
【００２６】ここで、従来のＶＭを発生する回路を図７
に示す。７００、７０１は抵抗、７０２はコンデンサを
示している。ＶＭはＶＤ２とＶＳＬを抵抗７００と抵抗
７０１により抵抗分割にすることで発生させ、コンデン
サ７０２を付加することで、ＶＭを安定させていた。
【００２７】しかし、このような回路構成では、抵抗７
００と抵抗７０１の設定によって様々な問題があった。
【００２８】抵抗７００と抵抗７０１を高い抵抗値の抵
抗で分割して、ＶＭを発生すると、電源投入時のように
コンデンサ７０２の電荷が十分に蓄積されていない時に
は、充電時間が長くなってしまう。その結果、ＶＭがＶ
Ｄ２とＶＳＬ抵抗分割により設定された電位になるまで
に時間がかかるため、液晶パネルには直流印加がされて
しまい、液晶の劣化等の問題が発生してしまっていた。
【００２９】抵抗７００と抵抗７０１を低い抵抗値の抵
抗で分割して、ＶＭを発生すると、コンデンサ７０２へ
の充電時間は短くなり、液晶パネルへの直流印加を防止
できるようになる。しかし、分割抵抗を低くしてしまっ
たために、液晶駆動で実際に必要なＶＭの消費電力より
も、液晶駆動には直接必要のない無駄な電流が増加して
しまっていた。
【００３０】
【発明が解決しようとする課題】本発明では、電源回
路、特にＶＭを発生する回路を高効率で発生可能な回路
構成にすることで、より低消費電力で表示可能な液晶表
示装置を提供することにある。
【００３１】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
に、本願発明は、複数の走査電極と複数の信号電極を対
向させて液晶を挟持する液晶表示素子と、前記複数の信
号電極を駆動する信号電極駆動回路と、前記複数の走査
電極を駆動する走査電極駆動回路と、一以上の電源回路
を有する電源発生回路とを有する液晶表示装置におい
て、前記電源発生回路のうちの少なくとも一つの電源回
路は、電圧検出ブロックとスイッチブロックを備え、前
記スイッチブロックは、スイッチング素子と出力端を有
し、該スイッチング素子は該出力端といずれかの電源と
の間に接続され、前記電圧検出ブロックは、設定された
基準電圧と前記出力電圧を比較し、前記出力電圧が前記
基準電圧よりも低いときには、前記スイッチブロックの
スイッチング素子を導通状態にする信号レベルの出力検
出信号を出力し、前記出力電圧が前記基準電圧よりも高
いときには、前記スイッチブロックの前記スイッチング
素子を非導通状態にする信号レベルの出力検出信号を出
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力する回路を備えることにより構成されている。
【００３２】また、上記目的を達成するために、本願発
明は、前記電圧検出ブロックは、オペアンプの非反転入
力に前記基準電圧が入力されるとともに、前記オペアン
プの反転入力に前記出力電圧が入力され、前記オペアン
プの出力に波形整形インバータの入力に接続され、前記
波形整形インバータの出力に第１のインバータの入力が
接続され、前記第１のインバータの出力に第２のインバ
ータの入力が接続され、前記出力検出信号は、前記第１
のインバータの出力と前記第２のインバータの出力によ
り構成されるている。
【００３３】さらに、上記目的を達成するために、前記
スイッチブロックは、ＮＭＯＳトランジスタのソースと
バルクが前記信号電極駆動回路の負側の液晶駆動電源に
接続されるとともに、前記ＮＭＯＳトランジスタのゲー
トが第１の出力検出信号が接続され、ＰＭＯＳトランジ
スタのソースとバルクが前記信号電極駆動回路の正側の
液晶駆動電源に接続されてるとともに、前記ＰＭＯＳト
ランジスタのゲートが第２の出力検出信号が接続され、
前記ＮＭＯＳトランジスタと前記ＰＭＯＳトランジスタ
のドレイン同士が接続され、第１の抵抗の一方が前記信
号電極駆動回路の負側の液晶駆動電源に接続されるとと
もに、前記第１の抵抗の他方が前記ドレイン同士の接続
部に接続され、第２の抵抗の一方が前記信号電極駆動回
路の正側の液晶駆動電源に接続されるとともに、前記第
２の抵抗の他方が前記ドレイン同士の接続部に接続さ
れ、前記ドレイン同士の接続部が、前記出力電圧となる
ことにより構成されている。
【００３４】上記の構成により、必要な時のみ低インピ
ーダンスで電流を流すことができ、必要でない時には高
インピーダンスにして無駄な消費電力を減らし、低消費
電力化が可能になる。
【００３５】
【発明の実施の形態】図１は本発明の実施の形態を実現
するための電源発生回路のシステムの概略構成図であ
る。
【００３６】１００は電圧検出ブロックを、１０１はス
イッチブロックを、１０２はコンデンサを示している。
電圧検出ブロック１００は電圧検出ブロック１００内で
設定された基準電圧とＶＭの電圧を比較する機能を持つ
ブロックである。またスイッチブロック１０１は電圧検
出ブロック１００から出力される出力検出信号によりス
イッチブロック１０１内のスイッチを切り替える機能が
ある。
【００３７】電圧検出ブロック１００の検出信号の状態
により、スイッチブロック１０１の状態を切り替えるこ
とにより、スイッチブロックの出力インピーダンスを最
適な大きさに調整することができる。したがって、無駄
な消費電力を削減できる。
【００３８】コンデンサ１０２はＶＭを安定させるため
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7
に、比較的大きな静電容量が必要とされる。したがっ
て、外付け部品で構成する方が一般的ではあるものの、
集積回路に内蔵しても構わない。
【００３９】図２にＶＭを発生する回路の一例を示す。
２００は基準電圧、２０１はオペアンプ、２０２はシュ
ミットトリガインバータ、２０３は第１のインバータ、
２０４は第２のインバータをそれぞれ示していて、電圧
検出ブロック１００を構成している。
【００４０】オペアンプ２０１の非反転入力には基準電
圧２００が入力し、反転入力にはＶＭが入力されてい
る。出力はシュミットトリガインバータ２０２の入力に
接続され、出力は第１のインバータ２０３の入力に接続
されている。
【００４１】ここで、シュミットトリガインバータ２０
２は、オペアンプ２０１がノイズにより出力が変化して
も、そのノイズによって出力が誤動作しないために使用
している。
【００４２】第１のインバータ２０３の出力は第２のイ
ンバータ２０４の入力に接続され、この信号を第１の出
力検出信号とする。また第２のインバータ２０４の出力
は第２の出力検出信号とする。
【００４３】２０５はＰＭＯＳトランジスタ、２０６は
ＮＭＯＳトランジスタ、２０７、２０８は抵抗をそれぞ
れ示しており、スイッチブロック１０１を構成してい
る。
【００４４】ＰＭＯＳトランジスタ２０５のソースとバ
ルクはＶＤ２に接続されている。ＮＭＯＳトランジスタ
２０６のソースとバルクはＶＳＬに接続されている。ま
たＰＭＯＳトランジスタ２０５、ＮＭＯＳトランジスタ
２０６のドレイン同士が接続されて、ＶＭとなってい
る。ＰＭＯＳトランジスタ２０５のゲートには、第２の
インバータ２０４の出力である第２の出力検出信号が、
ＮＭＯＳトランジスタ２０６のゲートには、第１のイン
バータ２０３の出力である第１の出力検出信号が接続さ
れている。
【００４５】抵抗２０７の一方はＶＤ２に、もう一方は
ＶＭに接続されていて、抵抗２０８の一方はＶＳＬに、
もう一方はＶＭに接続されている。また、コンデンサ１
０２の一方はＶＭに、もう一方はＶＳＬに接続されてい
る。
【００４６】電源投入時のように、基準電圧２００に比
べてＶＭの電圧が低い場合、オペアンプの出力はハイレ
ベルを出力する。すると、シュミットトリガインバータ
２０２の出力はロウレベル、第１のインバータ２０３の
出力である第１の出力検出信号はハイレベル、第２のイ
ンバータ２０４の出力である第２の出力検出信号はロウ
レベルになる。
【００４７】ＰＭＯＳトランジスタ２０５、ＮＭＯＳト
ランジスタ２０６ともに導通状態になり、ＰＭＯＳトラ
ンジスタ２０５、ＮＭＯＳトランジスタ２０６のオン抵
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抗を十分低くすることで、コンデンサ１０２に急速に充
電を行うことが出来る。したがって、ＶＭの電位が短時
間で上昇することになり、液晶パネルへの直流印加を防
止できる。
【００４８】次にＶＭが基準電位２００よりも電圧が高
くなると、オペアンプ２０１の出力はハイレベルからロ
ウレベルに切り替わる。すると、シュミットトリガイン
バータ２０２の出力もロウレベルからハイレベル、第１
のインバータ２０３の出力である第１の出力検出信号は
ハイレベルからロウレベル、第２のインバータ２０４の
出力である第２の出力検出信号はロウレベルからハイレ
ベルにそれぞれ反転する。
【００４９】ＰＭＯＳトランジスタ２０５、ＮＭＯトラ
ンジスタ２０６ともに非導通状態となる。したがって、
ＶＭのコンデンサ１０２を充電するためにＰＭＯＳトラ
ンジスタ２０５、ＮＭＯＳトランジスタ２０６を介して
ＶＤ２からＶＳＬに流れていた電流はなくなる。
【００５０】よって、ＰＭＯＳトランジスタ２０５、Ｎ
ＭＯＳトランジスタ２０６が非導通状態になった後は、
コンデンサ１０２には抵抗２０７、抵抗２０８を介して
非常に高いインピーダンスで充電すればよいので、高イ
ンピーダンスにすることで液晶駆動に必要ない無駄な消
費電流を削減でき、より低消費電力で表示可能な液晶表
示装置を実現できる。本発明の実施の形態では、スイッ
チング素子にＰＭＯＳトランジスタ２０５、ＮＭＯＳト
ランジスタ２０６の２つのＭＯＳトランジスタを使って
構成していた。ＰＭＯＳトランジスタ２０５とＮＭＯＳ
トランジスタ２０６のそれぞれのオン抵抗を調整するこ
とで出力電圧を調整でき、電圧検出ブロック１００の応
答遅延時間によるオーバーシュートを防止できる。ただ
し、コンデンサ１０２への充電時間、つまりスイッチン
グ素子とコンデンサ１０２からなる時定数が電圧検出ブ
ロック１００の応答遅延時間よりも充分長い場合には、
オーバーシュートが発生したとしても充分短い時間とな
り、無視できるのでＰＭＯＳトランジスタ２０５だけで
構成してもよい。
【００５１】また本発明では、インバータの数を２段と
したが、ＰＭＯＳトランジスタ、ＮＭＯＳトランジスタ
それぞれが本発明の動作で説明したように、ＰＭＯＳト
ランジスタ、ＮＭＯＳトランジスタを導通、非導通状態
にできれば、インバータの個数は何段で構成されても構
わない。
【００５２】シュミットトリガインバータについても本
発明では１段としていたが、波形整形用として使用して
おり、必ずしも１段である必要はなく、複数個使用して
も構わない。
【００５３】
【発明の効果】本発明によって、本来液晶駆動に必要の
ない無駄な消費電流を減らせ、低消費電力化が可能にな
る。また、集積回路化することで、従来外付け部品とし
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て必要であった抵抗を内蔵出来ることにより、部品数を
減らすことができるとともに、抵抗同士の抵抗値のばら
つきを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を実現するための電源発生
回路のシステムの概略構成図である。
【図２】本発明の実施の形態を実現するためのＶＭを発
生する回路を示す図である。
【図３】従来技術における液晶表示装置の回路構成のシ
ステムを示すブロック図である。
【図４】従来技術における液晶交流動作のための走査電
極駆動回路の出力電位波形と信号電極駆動回路の出力電
位波形を示す図である。
【図５】従来技術における電源揺動法の電源電位の状態
を示す図である。
【図６】従来技術における低耐圧の素子を駆動するため
電源を加えた電源揺動法における電源電位の状態を示す
図である。
【図７】従来技術におけるＶＭを発生する回路を示す図
である。
【符号の簡単な説明】
１００  電圧検出ブロック
１０１  スイッチブロック
１０２  コンデンサ
２００  基準電圧
２０１  オペアンプ
２０２  シュミットトリガインバータ
２０３  第１のインバータ *
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*２０４  第２のインバータ
２０５  ＰＭＯＳトランジスタ
２０６  ＮＭＯＳトランジスタ
２０７、２０８  抵抗
３０１  液晶パネル
３０２  表示領域
３０３  周辺領域
３０４  走査電極駆動回路
３０５  信号電極駆動回路
３０６  信号電極駆動用タイミング信号
３０７  信号電極駆動用直流電源
３０８  走査電極駆動用タイミング信号
３０９  走査電極駆動用高電圧直流電源及び論理回路用
低電圧直流電源
３１０  液晶コントローラ
７００、７０１  抵抗
７０２  コンデンサ
ＶＤＤ  走査電極駆動回路の正側の液晶駆動電源
ＶＣＣ  走査電極駆動回路の低圧ロジック電源
ＶＳＳ  走査電極駆動回路の負側の液晶駆動電源及び低
圧ロジックのグランド
ＶＤＬ  システムの電源
ＶＳＬ  システムのグランド及び信号電極駆動回路の負
側の液晶駆動電源
ＶＤ２  信号電極駆動回路の正側の液晶駆動電源
ＶＭ    走査電極駆動回路及び信号電極駆動回路共通の
非選択電源

【図１】 【図３】

【図７】
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